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M 君 は 語る。 

これ は 僕の 叔父から 聴かされた 話で、 叔父が 三十 一 

の 時 だとい うから、 なんでも 嘉 永の 初年の ことら しい。 

その 頃、 叔父 は 小石 川の 江戸川 端に 小さい 屋敷 を 持つ 

ていたが、 その 隣り 屋敷に 西 岡 鶴 之 助と いう 幕臣が 住 

ん でいた。 ここら は 小身の 御家人が 巣 を 作って いると 

ころで、 屋敷と いっても 皆 小さい。 それでも 西 岡 は 百 

八十 俵 取りで、 お 福と いう 妹の ほかに 中間 一 人、 下女 



「では、 どうしても 他人の空似 かご 

西 岡 はもう その 以上に 詮議し ようと はしなかった。 

その 日 は それぎ りで 済んで しまったが、 それから 半月 

ほどの 後に、 西 岡 は 青山 百 人 町の 組 屋敷に いる 者 をた 

ずね て、 やはり 夕 七つ 半 (午後 五 時) を 過ぎた 頃に そ 

こ を 出た。 今と 違って、 そのころ の 青山 は 狐 や 狸の 巣 

かと 思われる ような 草深い ところで あつたが、 それで 

も 善 光寺 門前に は 町家が ある。 西 岡 は 今や その 町家つ 

づきの 往来へ 差し かかる と、 かれは 俄かに ぎょっとし 

て 立 停まった。 自分よりも 五、 六 間 さきに、 妹と 同じ 

娘が あるいて いたのであった。 見れば 見る ほど、 その 



る。 それが 邪魔に なって その 横顔 を視 くこと が 出来な 

いので、 かれは f 可々 しながら 付けて ゆく と、 娘 はやが 

て 権 田 原に つづく 広い 草原に 出た。 ここ は 草深い が 中 

にも 草深い ところで、 夏から 秋に かけて は 人 も 隠れる 

ほどの 雑草が 高く 生い茂つ ていて、 その あいだに 唯 ひ 

と 筋の 細い 路が 開けて いるば かりで ある。 娘 は その 細 

ぃ路 をた どって ゆく。 西 岡 も つづいて 行った。 

「人違いであった らば、 あやまる までの こと だ。 思い 

切って 呼んで みょう ご 

西 岡 も 少しく 焦れて 来たので、 ひとすじ 道のう しろ 

から 思い切って 声をかけた。 



入りで あると いうので、 西 岡 は 妹 を つれて 小 梅の 菩提 

寺へ 参詣に 行った。 残暑の 強い 折 柄で あるから、 なる 

あさす ず 

ベく 朝 涼のう ちに 行って 来ようと いうので、 ふた リは 

明け六つ (午前 六 時) 頃から 江戸川 端の 家 を 出て、 型 

の ごとくに 墓参 をす ませて、 住職に も 逢って 挨接 をし 

て、 帰 リ途は あずま 橋 を 渡って 浅 草の 広小路に 差し か 

かると、 盂蘭盆で あるせ いか、 そこら はいつ もより 人 

通りが 多い。 その 混雑の なか を摺 りぬ けて 行く うちに、 

西 岡 は 口のう ちで あっと 叫んだ。 妹に 生き写し という 

べき 若い 娘の 姿が、 きょう も 彼の 眼 先に あらわれ たか 

ら である。 



「どうもお かしい ご と、 西 岡 は 溜 息をついた。 「貴公 

だから 話す が、 まったく 不思議な ことがある。 貴公 は 

たしかにお 福 を 見た のかね ご 

「今 も 言う 通り、 別に 挨拶 をした わけで もな し、 夜の 

こと だから はっきりと は 判らな か つ たが、 どうもお 福 

さんら しかった よご 

「むむ。 そうだろ うご と、 西 岡 はうな ずいた。 「貴公 

ばかりでなく、 下女のお 霜 も 見た というの だから …… _ 

いや、 どうもお かしい。 まあ、 こういう わけ だ ご 

妹に 生き うつしの 娘 を 三度 も 見た という こと を 西 岡 

は 小声で 話した。 他人の空似と いってし まえば それ迄 



よると、 妹 は 五月の 末 頃から とかくに 眠り 勝ちで、 昼 

間で も、 うとうとと 居眠り をして いる ことが しばしば 

あ つたと いうので ある。 

「あの 話 を采石 先生から 聞かされて、 それから はなん 

だかお そろし くて ならない。 往来 〔# 「往来」 は 底本で 

は 「従来 匕 を あるいて いても、 もしゃ 自分に 似た 人に 

出逢い はしまい かとび くびく している ご と、 西 岡 は そ 

の 後に 叔父に 話した。 

しかし 彼 は、 妹に よく 似た かの 娘に 再び 出逢わな 

かった。 自分に よく 似た 男に も 出逢わなかったら しい。 

そうして、 明治の 後まで も 無事に 生きの びた。 



明治 二十 四 年の 春に は、 東京に インフルエンザが 非 

常に 流行した。 その 正月に 西 岡 は 叔父のと ころへ 年始 

に 来て、 屠蘇から 酒に なって 夜の ふける まで 元気よ く 

話して 行った。 そのと きに 彼 は 言った。 

「君 も 知っている 通り、 妹の 一件の ときには 僕 も 当分 

はなんだ か 忌な 心 持だった が、 今まで 無事に 生きて 来 

て、 子供た ち もまず 一人前になり、 自分 もめで たく 還 

暦の 祝いまで 済ませた の だから、 もういつ 死んでも 憾 

みはな..： よ。 まま まま は。」 

それから 半月 ほど も 経つ と、 西 岡の 家から 突然に 彼 

の 死 を 報じて 来た。 流行の インフルエンザに 罹って 五 



底本： 「異妖 の 怪談 集 岡 本綺堂 伝奇小説 集 其ノ 二」 
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